
　

先
日
、
小
学
生
対
象
の
手
話
教
室
に
参

加
し
ま
し
た
。
講
師
は
、
熊
本
市
東
区
役

所
で
手
話
通
訳
の
総
合
案
内
を
し
て
い
る

不
知
火
町
在
住
の
田
中
み
さ
代
さ
ん
で

す
。
田
中
さ
ん
は
、
子
ど
も
の
名
前
を
聞

き
な
が
ら
手
話
が
表
す
意
味
を
分
か
り
や

す
く
教
え
ま
す
。「
初
め
ま
し
て
。
私
の

名
前
は
○
○
と
言
い
ま
す
」。
子
ど
も
た

ち
は
覚
え
た
て
の
自
己
紹
介
を
私
に
も

や
っ
て
み
せ
ま
す
。「
お
ぉ
、
上
手
～
」と

ほ
め
る
と
う
れ
し
そ
う
。

　

以
前
、
聾ろ

う

学
校
で
は
聴
者
に
近
づ
け
る

教
育
と
し
て
、
口
話
と
発
音
訓
練
に
重
点

が
置
か
れ
、
手
話
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
現
在
は
、
職
員
も
手
話
を
使
っ
て
い

ま
す
。
私
は
手
話
に
つ
い
て
も
っ
と
知
り

た
い
と
思
い
、
熊
本
市
東
区
に
あ
る
熊
本

聾
学
校
を
訪
ね
ま
し
た
。

　

同
校
は
幼
稚
部
か
ら
高
等
部
ま
で
が
あ

る
県
下
で
た
だ
一
つ
の
聾
学
校
で
す
。
私

に
気
付
い
た
３
歳
児
ク
ラ
ス
の
男
の
子
が

寄
っ
て
き
て
、
手
話
で
教
頭
先
生
に
私
の

こ
と
を
尋
ね
て
い
る
よ
う
で
す
。
小
さ
な

子
ど
も
の
手
話
を
す
る
姿
に
び
っ
く
り
。

そ
れ
に
か
わ
い
い
。
当
た
り
前
な
ん
で
す

け
ど
ね
。５
歳
児
ク
ラ
ス
は
全
員
で
７
人
。

そ
の
う
ち
３
人
は
、
地
元
の
小
学
校
に
入

学
す
る
と
の
こ
と
。
教
頭
先
生
が
地
域
共

生
を
支
え
る
た
め
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

と
し
て
行
く
そ
う
で
す
。
高
等
部
で
は
理

容
科
が
実
習
を
し
て
い
ま
し
た
。
田
中
さ

ん
に
教
わ
っ
た
手
話
で
自
己
紹
介
を
す
る

と
、
１
年
生
の
男
の
子
が「
ほ
ん
、
だ
」と
、

発
音
し
て
く
れ
ま
し
た
。
伝
わ
っ
た
、
う

れ
し
い
。　

　

校
内
掲
示
に「
最
も
大
切
な
の
は
、
日

常
で
培
う
地
域
の
人
と
の
関
わ
り
だ
」と

語
る
在
校
生
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

思
い
を
共
有
す
る
手
話
文
化
が
も
っ
と
広

が
る
と
い
い
で
す
ね
。
こ
れ
か
ら
も
機
会

が
あ
る
ご
と
に
手
話
を
学
ん
で
い
こ
う
と

思
い
ま
す
。
快
く
案
内
し
て
く
だ
さ
っ
た

教
頭
先
生
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

（
左
手
の
甲
を
右
手
で
チ
ョ
ッ
プ
）。

子
ど
も
た
ち
の

　
手
話
教
室
に
参
加
し
て

　
　

㈱
大お
お
し
ま嶌
屋
が
男
女
共
同

　
　
　
　

参
画
推
進
事
業
者
に

表
彰
さ
れ
ま
し
た

　

２
月
７
日
、
県

庁
で
県
男
女
共

同
参
画
推
進
事

業
者
表
彰
式
が

行
わ
れ
、
㈱
大
嶌

屋（
松
橋
町
）
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
重
い
荷
物
を
運
び

や
す
く
す
る
た
め
の
機
械
を
導
入
す
る

な
ど
女
性
の
職
域
拡
大
の
実
施
や
、
子

育
て
を
し
な
が
ら
働
き
続
け
る
こ
と
の

で
き
る
環
境
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
る

こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

 

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る

要
望
書
を
提
出

　

２
月
20
日
、
市
男
女
共
同
参
画
社
会

推
進
委
員
会
か
ら
市
と
市
議
会
に
、
男

女
共
同
参
画
社
会
の
推
進
を
求
め
る
要

望
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

▲

守
田
市
長
へ
提
出　

 ▲

長
谷
議
長
へ
提
出

　

横
尾
七な

お

こ
生
子
会
長
が
守
田
憲
史
市
長

と
長
谷
誠
一
議
長
へ「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
周
知
に
よ
る
長
時
間

労
働
の
見
直
し
や
環
境
整
備
」「
性
的
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
の
方
に
配
慮
し
た
施
策
の

推
進
」な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
５
項
目
の
要

望
書
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　
　

ラ
イ
フ
・
マ
ネ
ー（
お
金
と

生
き
方
）講
座
を
開
催

　

３
月
２
日
、
ラ
イ
フ
・
マ
ネ
ー
講
座

を
中
央
公
民
館
で
開
催
し
、
11
人
が
参

加
し
ま
し
た
。
講
師
は
、
県
内
外
で
活

躍
す
る
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
コ
ー
チ
の

佐
藤
な
な
み
さ
ん
。

　

佐
藤
さ
ん
は
、
お
金
は〝
夢
を
か
な

え
る
道
具
〟の
一
つ
だ
と
表
現
し
、
自

分
と
家
族
の
理
想
と
す
る
暮
ら
し
を
実

現
す
る
た
め
に
有
効
な
予
算
の
立
て
方

な
ど
に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
早
速
、
家
計
簿

を
見
直
し
た
い
」「
お
金
を
貯
め
る
こ
と

ば
か
り
考
え
て
い
た
が
、
自
分
の
夢
を

か
な
え
る
こ
と

を
目
的
に
、
楽

し
く
お
金
と
付

き
合
っ
て
い
き

た
い
」
な
ど
の

声
が
上
が
り
ま

し
た
。

　　　　「女性の社会参画加速化宣言」
を募集します

　県が進めている、企業・学校・団体などのあ
らゆる事業者が、女性が働きやすい環境の整備
や女性の登用に向けた目標などを宣言する「女
性の社会参画加速化宣言」を募集します。

なぜ女性の社会参画を進めるのか
　女性の社会参画が加速
化することで、企業や地
域経済では、次のような
効果が期待されます。

誰もが働きやすい職場環境が整うと、離職率が

低下。働く意欲も向上し、企業経営が安定する。

女性の視点を活用した新商品・新サービスが

創出されることで、新たな収益をもたらす。

国は、企業で働く女性の活躍推進状況を「見え

る化」しており、就職活動をする学生にとって

は企業選びの判断材料となり、企業にとって

も優秀な人材の確保につながる。

宣言をすると
　県のホームページなどに、宣言企業などの名

　称と自主宣言目標の一覧を掲載。

　登録企業の情報を、県内大学の就職窓口など

　各方面に発信。

　県などが実施する「女性の活躍」に関する各種

　セミナー、講演会などの情報を提供。

　国や県が実施する「女性の活躍」に向けた支援

　制度の紹介など、個別相談に対応。

　くまモンのシンボルマークを広報に利用可能。

　申し込み方法など詳しくは、県の
ホームページをご覧ください。

vol.173

パートナーシップ
通信

人権啓発課男女共生係
☎32－1708

FAX32－0110

み
ん
な
で
学
ぼ
う

じ
ん
け
ん

生涯学習課
人権教育係

☎32－1934

地
域
人
権
教
育
指
導
員

　

本
田 

博ひ
ろ
み
ち通

　私が以前、学校で
働いていた経験から
得たことなどをお伝
えしていきます。

　年金について聞きたいこ
と、分からないことはあり
ませんか。毎月2回、熊本
東年金事務所が宇城市で無
料相談会を開催しています。
日　時　毎月第1・3火曜　10時～15時

会　場　市役所新館　第1会議室

持参物　年金手帳（基礎年金番号通知書）、年金証

　　　　書、振込通知書、本人確認書類（運転免

　　　　許証など）など。代理人の場合は、委任

　　　　状と代理人の本人確認書類など。

　　　　詳しくは、予約時にご確認ください。

※ 日程・会場は変更になる場合があります。

事前に予約が必要です
熊本東年金事務所　☎096－367－2503

受付時間　8時30分～17時15分

土日祝日、年末年始を除く

　副業や投資などで高

額収入を得るための

ノウハウなどと称し

て、インターネット

などで販売されてい

る情報のことを「情報　　　　　　　　　　　　　

商材」と言います。

　簡単に収入が得られると信じて情報商材を契約

したものの、広告や説明と違って収入が得られな

いという相談が多数寄せられています。情報商材

をきっかけに、ソフトウエアやコンサルティング

などを契約させられるケースもあります。

　契約前に情報の内容を確認できないので、安易

に業者を信用しないようにしましょう。

少しでも怪しいなと思ったときは

消費生活センター�☎33－8277

熊本東年金事務所の

�出張年金相談
簡単に高額収入を得られません

�「情報商材」のトラブル

商工振興課　☎32－1604

消費者
トラブル
注意報

かしこく
みんなの

年金学 熊本東年金事務所 ☎096－367－2503
市民課�国保年金係 ☎32－1417
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